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令和４年度お預かりした会員会費は
次のように活用させていただきまし
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社会福祉法人
大和市社会福祉協議会

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は、社会福祉協議会の取り組みについて　をお伝えさせていただきます。まず、私から、社会福祉協議会で取り組む事業についてお伝えさせていただきます。そのあと、これから大和市社協が力を入れて取り組むべき課題である、成年後見利用促進に関するところを担当課長の岸田からお伝えさせていただく流れで進めてまいりたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。そもそも　社会福祉協議会は、どんな組織なのか、福祉関係者の方であれば、よく名前は聞くけど実際にどのようなところなのか説明が出来ないといったことをよく聞くことがあります。本日は、社会福祉協議会が、どんなことを目指して活動している団体なのか、ご理解いただき、皆様方の活動に少しでもお役に立つところがあればいいなと思っております。



「社会福祉協議会」（社協）とは？
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 地域福祉を推進することを目的とした、社会福祉法人格をもつ民
間団体（社会福祉法第１０９条）

 住み慣れたまちで、誰もが安心して生活することのできる「福祉
のまちづくり」の実現をめざす

 活動をすすめるための財源は、住民参加の原則から、会員会費、
寄附金、共同募金配分金など善意の浄財を基本とする

地域福祉の推進役として

協働の場づくり

福祉課題の解決に

向けた連絡調整

新たな福祉課題に応える

活動や事業の開発

地域の共通課題の整理、

分析と行政への提言

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
社会福祉協議会は、「社協」と呼ばれることが多く、社会福祉法の109条に定められた『地域福祉を推進することを目的』とした民間団体であります。全国組織として　東京霞が関に「全国社会福祉協議会」が1か所、そして　47都道府県社協と20の政令都市社協があり、全国の市区町村に社会福祉協議会が全部で1839か所（R2年度データ）設置がされています。社会福祉協議会は、その名の通り本来の目的は「協議会」であって、事業を主体的にやっていく…というより　『協議』するところでして、私どもは、その事務局となります。誰もが、住み慣れたまちで、安心して生活することが出来る「福祉のまちづくり」の実現のためには、どうしたら出来るのか、一生懸命、住民の代表と言われる方々、皆が集まり協議しているところになります。「自分たちのまちを自分たちで良くしていく」仕組みをつくる、住民主体のまちづくりの推進が社会福祉協議会の　目的です。行政や地区社協や民生委員、福祉団体との連携をもとに多くの皆さんの参加を得ながら、地域で福祉活動を展開しています。社協は、本来、事業を主体的に行うところではなく、協議するところであるとお伝えしましたが、とはいえ、時代・制度の流れにより、全国的に見ても　一時的に事業を行う社協もございます。別冊でお配りした「大和市社会福祉協議会の概要」の中の2頁に、大和市の社会福祉協議会の沿革　を載せてございますが、大和市社協においても　平成2年に現在の訪問介護事業の前進でもある　ホームヘルプサービスの受託事業に取り組み、そこから　平成12年には介護保険事業として　居宅介護・訪問介護事業を行い、また平成13年には　大和市柳橋の大和市まごころ地域福祉センターで通所介護事業に取り組むなど実際に事業運営も進めてきました。　あくまでも　その制度・事業がスタート時には　市社協が取り組み事業に参加してきましたが、ある程度のところで、他の事業主体へ移行していくといった形で、進めてきています。　各地の社協においても、大和市社協と同様なところも多く、またそれぞれの市町村の抱える課題、地域の実情に合わせて、様々な事業展開、取り組みをしています。



大和市社会福祉協議会の基本理念
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住民ひとりひとりの参加を基本に
共に支えあう福祉のまちづくりを

わたしたちがめざすものは、どんな障がいや問題をかかえていよ
うとも、ひとりの人間として豊かに暮らしていける権利が保障され
ひとりひとりの個性や生き方が大切にされるような、いきいきとし
た地域社会をつくりあげていくことです。

そしてその取り組みは、さまざまに生まれる暮らしの問題をとも
に悩み、学びあい、かかわりあう、主体的な活動づくりがあってこ
そ実現できていくものと考えます。

わたしたちは、地域に暮らすすべての人間の願いを大切に、
ただひとりの例外もなく、将来に向かって人間らしく住み続けるこ
とが可能となるまちづくりをともにすすめてまいります。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
大和市社会福祉協議会の基本理念、「住民ひとりひとりの参加を基本にともに支え合う福祉のまちづくり」大和市社協として、ここにあるような考えをもって活動をしていきますよ、というものですがこの活動理念は、大和市社協が　平成5年、大和市社協地域福祉活動計画を策定した年に基本理念として掲げたものです。その実現のためには、住民参加が大原則であり、社協の協議会組織にご参加いただくために、『社協会員』制度を設けています。他の市町村社協も同様で、会員制度を設けていますが、大和市社協の社協会員については、本日、お手元に　「大和市社会福祉協議会会員加入のお願い」というチラシをお配りしていますので、そちらをご覧いただきたいと思いますが、年、1世帯300円の一般会員・1口1000円の賛助会員・そして、企業などから1口5000円の特別会員・そして本日ご参加いただいている関係施設・事業所の皆さんによる種別会員により成り立っており、年間1500万円になります。　各地の社協においても、住民参加の原則により社協会員募集を毎年行い、それぞれの地域の実情に合わせて、様々な取り組みをしています。　



令和4年度会員会費収入実績

年度
会員種類

R4年度実績額
（参考）

R3年度実績額

自
治
会
内
会
費

一般会費 一世帯300円 １１，９７４，９７１円 １２，２４８，０８８円

賛助会費 一口1,000円以上 ９７９，０００円 ９３２，５００円

特別会費 一口5,000円以上 １７５，０００円 １９０，０００円

自治会内会費収入計 １２，８７０，９７１円 １３，３７０，５８８円

自治会外（会社・企業）
特別会費（一口5,000円以上)収入

１５５件 １，３０８，１１０円 １７４件 １，３６５，０００円

種別（団体・施設）
会費（5,000円）収入

１５６件 ７８６，０００円 １６５件 ８２５，８９０円

合 計 １５，２２３，０８１円 １５，５６１，４７８円
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令和４年度お預かりした
会員会費で次のような
事業ができました！

34

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここから大和市社協の事業について具体的なところの紹介を大きく10項目に分けてご案内をさせていただきます。



私たちが生活していくうえで生じる福祉課題について、

①地域住民の皆さんが話し合い、

②その解決に向けてできることを考え、

③具体的に活動や事業等に取り組む

住民の皆さんの主体的な福祉活動を推進する組織
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地 区 名 設立年月

①下鶴間つきみ野地区社協 昭和５４年４月

②中央林間地区社協 昭和５６年５月

③南林間地区社協 昭和５９年９月

④鶴間地区社協 昭和５７年３月

⑤深見大和地区社協 昭和６０年１２月

⑥上草柳地区社協 平成元年３月

⑦中央地区社協 昭和５９年３月

⑧桜丘地区社協 昭和５８年３月

⑨和田地区社協 昭和６３年４月

⑩福田北地区社協 昭和５９年１２月

⑪渋谷西地区社協 昭和５８年１２月

１地区社協活動の推進①
（会員会費8,442,388円）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、市社協が進める地域福祉推進の大きな柱であるのが、「地区社協活動の推進」です。この地区社会福祉協議会は、地域の方々が「自分たちの地域は自分たちで良くしていこう」という気持ちで組織された「任意の団体」です。住民の皆さん自身が地域の課題を話し合い、この課題解決のための事業を実践していく地区社協の活動ですが、その歴史は古く、大和市内で一番最初に地区社協ができたのは、今から44年前にもなります。現在の下鶴間つきみ野地区社協が一番早く立ち上がり、当時は「北部第一地区社協」という名称でして、それが周辺の中央林間や鶴間に分かれたり広がったりして、平成元年3月には、最後の地区　上草柳地区社協が立ち上がり、市内全域に11か所、　すべて地区に地区社協が設立されました。住民たちの思い、力で次々とこの地区社協をつくりあげ、今日まで活動し続けています。大和市社協では、この地区社協に担当職員としてしっかりと関わる中で、住民の皆さんの主体性や意欲を尊重したうえで進めています。



１地区社協活動の推進②
○高齢者福祉活動

敬老のつどい、ひとり暮らし高齢者交流会・

会食会、ふれあい訪問、ミニサロン等

○障がい者福祉活動

障がい者地域作業施設利用者との交流会、

知的障がい者の余暇支援、在宅機能訓練等

○児童福祉・青少年育成活動

地域内小学校の福祉教育や福祉体験学習の支援、親と子の野外

ふれあい体験、サマーキャンプ等

○その他地域福祉活動

生活上の困りごとに対する個別支援、地域交流活動、福祉施設

支援、ボランティア研修会・交流会、広報活動等
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
地区社協では、地域の状況に合わせて、様々な活動を展開していますが、すべての地区社協で、取り組まれているのが、高齢者を対象とした福祉活動です。高齢者の孤立防止、介護予防や社会参加、生活支援の事業となっています。高齢者福祉活動の中の「ふれあい訪問事業」「ミニサロン事業」、とその他の福祉活動にある「生活上の困りごとに対する個別支援」は、あとの　スライドにも出てきますが、この3つセットで「ふれあいネットワーク事業」とされて、大和市から財政支援を受けて取り組まれています。もともとこの3つの事業は、いずれも地区社協の皆さんの話し合いの中で取り組みが始まったもので、その効果を市社協の地区担当職員が、他の地区へ伝えていく中で、大和市全域までに広がったものです。いずれも地域の住民の皆さんが活動の担い手になっています。「ふれあい訪問事業」は全地区で取り組まれていて、地区内の一人暮らし高齢者宅を地近隣のボランティアが定期的に訪問し、安否確認や軽易な相談に応じたりと、地域ぐるみで一人暮らし高齢者を支えていく取り組みです。昨年度、コロナ禍でありましたが、感染対策をしながら　全地域合計で、対象の高齢者358人の訪問をされています。そして、「ミニサロン事業」は地域内の高齢者が気軽に集い、茶話会を通じて情報交換や交流を図る事業で、こちらも全地区で行っており、市内全53か所で定期的な開催をしています。「生活上の困りごとに対する個別支援」は、市内6つの地区社協で行っており、昨年度は2251件の依頼を対応しています。私も昨年まで地域包括支援センター業務に携わっていた中でも地区社協の関わりにより助けられたことが数多くありました。地域で気になる高齢者の方の情報や、お一人暮らしで身内の方が遠方にいた場合、包括として介入が難しかったり、サービスに繋げづらいことがありましたが、地区社協の方々が情報をもっていて、対象の高齢者や遠方のご家族などと関係性のできているところで間に入っていただくこともありました。皆様方も活動エリアの地区社協の活動を知り、互いの面識が出来てくると、福祉の進めていくうえでの有力な助っ人になることもあるかなと思います。そうでなくても、市社協ボランティアセンターには地区担当職員がいますので、地区社協の事、聞いていただければ何か繋がる機会が持てるかと思います。本日、受付のところに　地区社協の概要をまとめた「住人十色のまちづくり」をもってきています。市内11地区の特徴、取り組んでいる事業など　毎年この総会時期に　前年度の報告入れて更新しているものです。良かったらご参考にしていただけたらと思います。



2自治会連絡協議会への活動助成

○市社協会員会費の多くが自治会の協力で集めていただい

ていることから、自治会連絡協議会に対して活動助成
を

行っています。
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（会員会費495,000円）

自治会は、住民相互の交流だ
けでなく、地域環境整備や防犯
活動、防災の取り組みなどを通
して地域の安心や安全を守って
います。

地域福祉を推進することを目
的とした社会福祉協議会の大切
なパートナーです。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
地区社協では、地域の状況に合わせて、様々な活動を展開していますが、すべての地区社協で、取り組まれているのが、高齢者を対象とした福祉活動です。高齢者の孤立防止、介護予防や社会参加、生活支援の事業となっています。高齢者福祉活動の中の「ふれあい訪問事業」「ミニサロン事業」、とその他の福祉活動にある「生活上の困りごとに対する個別支援」は、あとの　スライドにも出てきますが、この3つセットで「ふれあいネットワーク事業」とされて、大和市から財政支援を受けて取り組まれています。もともとこの3つの事業は、いずれも地区社協の皆さんの話し合いの中で取り組みが始まったもので、その効果を市社協の地区担当職員が、他の地区へ伝えていく中で、大和市全域までに広がったものです。いずれも地域の住民の皆さんが活動の担い手になっています。「ふれあい訪問事業」は全地区で取り組まれていて、地区内の一人暮らし高齢者宅を地近隣のボランティアが定期的に訪問し、安否確認や軽易な相談に応じたりと、地域ぐるみで一人暮らし高齢者を支えていく取り組みです。昨年度、コロナ禍でありましたが、感染対策をしながら　全地域合計で、対象の高齢者358人の訪問をされています。そして、「ミニサロン事業」は地域内の高齢者が気軽に集い、茶話会を通じて情報交換や交流を図る事業で、こちらも全地区で行っており、市内全53か所で定期的な開催をしています。「生活上の困りごとに対する個別支援」は、市内6つの地区社協で行っており、昨年度は2251件の依頼を対応しています。私も昨年まで地域包括支援センター業務に携わっていた中でも地区社協の関わりにより助けられたことが数多くありました。地域で気になる高齢者の方の情報や、お一人暮らしで身内の方が遠方にいた場合、包括として介入が難しかったり、サービスに繋げづらいことがありましたが、地区社協の方々が情報をもっていて、対象の高齢者や遠方のご家族などと関係性のできているところで間に入っていただくこともありました。皆様方も活動エリアの地区社協の活動を知り、互いの面識が出来てくると、福祉の進めていくうえでの有力な助っ人になることもあるかなと思います。そうでなくても、市社協ボランティアセンターには地区担当職員がいますので、地区社協の事、聞いていただければ何か繋がる機会が持てるかと思います。本日、受付のところに　地区社協の概要をまとめた「住人十色のまちづくり」をもってきています。市内11地区の特徴、取り組んでいる事業など　毎年この総会時期に　前年度の報告入れて更新しているものです。良かったらご参考にしていただけたらと思います。



○各種ボランティア講座の開催

・中高生保育入門講座、夏休み福祉体験チャレンジ学習

・ボランティア入門講座（ボランティア☆アカデミー）

・災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座

・子育て支援ボランティア養成講座

○ボランティア活動支援

・ボランティア交流会

・ボランティア連絡協議会支援

・災害ボランティアセンター運営スタッフ

会議、研修等継続支援

○ボランティア依頼相談に関するコーディネート

・ボランティア活動相談及び生活福祉相談のコーディネート、

ボランティア活動に関する情報提供 7

３ボランティア活動の推進
（会員会費300,000円）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
大和市社協では、やまとボランティアセンターを保健福祉センターの4階に開設しています。ボランティアセンターの役割は、「ボランティア参加の促進」です。そのためにボランティア情報を集めて発信したり、相談にのったり、講座を開いたりしています。ボランティア活動を初めて行う方を対象としたボランティア入門講座を行ったり、毎年夏休みには、中高生を対象に保育園や福祉施設やボランティア団体の活動にボランティアとして参加するプログラムを立てたりしています。社協職員は企画運営を行いますが、その際には福祉施設の職員や当事者団体に協力をいただきながら進めています。また、地震など災害が起きた際に立ち上げる「災害ボランティアセンター」の運営スタッフの養成も行っており、有事の際は、市社協は　災害ボランティアセンターを運営する役割を担うことになっています。現在、講座受講者により活動登録しているスタッフは64人。定期的な立ち上げ訓練など実施し、有事に備えた活動を行っています。また、現在ボランティア登録している団体は、43団体で人数にして923人。その団体の活動を把握し、活動支援も行っています。また、個人ボランティアとしてボランティアセンターに登録しているのは、R4年度末で285人。うち6割が女性で、年代としては70代が一番多く全体の30％、次が60代が20％、50代が15％となっています。ボランティアセンターに入る相談・ボランティアにお手伝いしてほしいという相談は、令和4年度年間で2500件ほどありましたが、そのうちの98％は実働ボランティアとして89人の個人と40の団体により対応いただきました。ボランティア活動の内容で多いのは、通園通学の付添介助やゴミ出しなど生活の身辺介助が最も多く、全体の70％を占めています。ボランティアとして活動される方は、対象となる方の　生活のしづらさに共感し、寄り添い活動していただきますので、ボランティアセンターでは専門のボランティアコーディネーターを配置してボランティアのフォローアップも行っています。



○やまと社協だよりの発行

・年5回（4.6.9.12.3月の1日）自治会を通じて各世帯

へ配付（公共施設にも配架）

○「福祉の日」の集い開催

・大和市福祉推進委員会と共催し、

市社協事業協力者等を表彰

○地域福祉ｾﾐﾅｰやまとの開催

・大和市での地域福祉に関する実践を理解し、考えて

いただくために開催

○市社協ＰＲ活動

・大和市民まつり出店や各種イベント

に参加し、市社協の周知活動実施

・ＦＭやまとへの定例出演（毎月第4火曜日9時～） 8

４広報・啓発活動の推進

毎月第４火曜日9：00～10：
00
「やまもり☆ホッとスクランブル」

（会員会費2,000,000円）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
広報・啓発活動として年5回、「やまと社協だより」を　自治会を通じて各世帯へ配付し、公共機関等にも配架して、市内の福祉情報を発行しています。社協だよりの発行については、広報委員会のメンバーに　地域の代表として種別会員の中から、地区社協、ボランティア団体、福祉施設などから委員として入っていただいて編集に向けての協議をいただいています。その他、大和市の福祉の日10/15に併せ、福祉功労者の方々の表彰をしたり、大和市内の地域福祉活動の実践報告の場として年1回地域福祉セミナーを開催しています。また、市社協のPR活動を行う場として、大和まつりなど人の集まるイベントへ参加したり、毎月第4火曜日の9時からFMやまとの生放送番組で、活動をPRしています。市社協事業を通じ、そこに関わる福祉関係者やボランティアの方にも大勢出演していただいています。

http://www.fmyamato.co.jp/
http://www.fmyamato.co.jp/


○会員募集事業

・チラシやポスター、領収書等の資材作成費や配送等手数料

○法人運営費

・事務機器や車両の賃借料や維持費、印刷製本費等

9

５市社協活動の推進（法人運

営）
（会員会費3,631,781円）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
援護事業の推進として〇車いすの無料貸し出し　市内在住在勤の方を対象に　原則として2か月間　車いすを貸出ししています。この車いす貸出業務は、保健福祉センター4階のやまとボランティアセンターで取り扱いを行っています。　〇災害見舞金の給付　も行っています。消防署等との連携により、火災や　台風などで床上浸水など水害の被害に見舞われた方に「見舞金」を給付しています。〇交通遺児世帯への見舞金として　対象となるお子さんの学校進学に併せて激励金を給付することも行っています。〇緊急生活資金等貸付事業も行っていて、上限を20,000円としてお金の貸し出し業務も行っています。こちらの貸付資金は、市民の方の寄附金を財源としています。　急な出費により、年金収入が入るまでの間　生活費が不足する方に対し貸付するものですが、その方にとっては、借金になるものなので、状況をしっかりお聞きしたうえで、返済が出来そうであればお貸しますが、借金の上塗り、そもそも少しの貸付で何とかなるものではない方については、別の支援策を考えて関係機関に繋いだり、また、その次にあります　〇生活困窮者自立相談支援事業をご案内することもあります。



令和５年度は15,160,000円を目標に取
り組んで参ります。

会員会費は、地域福祉を進めるうえで、市社
協にとっても地区社協にとっても貴重な財源で
す。

新型コロナウィルスの感染防止対策をしっか
りと行いつつ、これからも地域福祉活動を推進
して参ります。

みなさまのご理解とご協力をお願いいたしま
す。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
援護事業の推進として〇車いすの無料貸し出し　市内在住在勤の方を対象に　原則として2か月間　車いすを貸出ししています。この車いす貸出業務は、保健福祉センター4階のやまとボランティアセンターで取り扱いを行っています。　〇災害見舞金の給付　も行っています。消防署等との連携により、火災や　台風などで床上浸水など水害の被害に見舞われた方に「見舞金」を給付しています。〇交通遺児世帯への見舞金として　対象となるお子さんの学校進学に併せて激励金を給付することも行っています。〇緊急生活資金等貸付事業も行っていて、上限を20,000円としてお金の貸し出し業務も行っています。こちらの貸付資金は、市民の方の寄附金を財源としています。　急な出費により、年金収入が入るまでの間　生活費が不足する方に対し貸付するものですが、その方にとっては、借金になるものなので、状況をしっかりお聞きしたうえで、返済が出来そうであればお貸しますが、借金の上塗り、そもそも少しの貸付で何とかなるものではない方については、別の支援策を考えて関係機関に繋いだり、また、その次にあります　〇生活困窮者自立相談支援事業をご案内することもあります。



総 務 課
ＴＥＬ(260)5633
ＦＡＸ(263)2446

・会員会費
・寄附

・赤い羽根共同募金

生活支援課
ＴＥＬ(260)5634
ＦＡＸ(263)2446

・ひまわりサロン
・大和あんしんセンター
・生活困窮者自立相談

ボランティア振興課
ＴＥＬ(260)5643・5644
ＦＡＸ050(3730)9430

・ボランティア育成支援
・地区社協活動支援

・福祉情報提供

20

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
市社協で取り組んでいる事業について、ご紹介させていただきました。別冊でお配りした「大和市社会福祉協議会の概要」の　3頁市社協の組織図　ございますが、いわゆる職員　はこの図の右上の四角く囲ったところ　市社協の事務局として以下　38人　事務局として今お伝えした事業を担当してすすめています。そして、法人組織なので　会長以下　理事や評議員体制がありますが、〈各種委員会〉として四角く囲ったところ　　これらすべてに種別会員である団体・施設より選出いただいた委員の方々に　定期的にお集まりいただいて　事業運営に必要な事柄を協議していただいています。本日、このお話を聴いていただいている関係の施設や団体の方の中にも、市社協の役員や委員会メンバーとして事業運営に携わっていただいていたり、現場で事業を一緒に進めていただいている福祉関係者の方も大勢いらっしゃいます。市社協事務局　単独では　「共に支え合う福祉のまちづくり」の実現にむけた活動は出来ないのです。地域住民、皆様・関係者にご理解ご支援をいただけているからこそ、　現在の活動が進めていけるとわけです。4頁以降には、今年度の　大和市社会福祉協議会の事業計画・目標と、事業ごとの予算規模など示してございます。事業計画の中には、今年またこの先　市社協がより力を注いでいこうというものも載せています。この中の一つ、権利擁護の部分について、さらに詳しく　担当課長の岸田より　ご説明をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。
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